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表3

もうすぐクリスマス。プレゼントには何をもらおう？とワ
クワクしている人もいるかもしれませんね。

『つるばら村の理容師さん』の
このはさんも、クリスマスに素
敵な贈り物をもらいました。贈
り主はなんとモグラ。このは
さんが庭にたてたモグラよけ
のかざぐるまを冬になったの
で片付けると、風力発電をし
ているから出しておいてほし

いとモグラに頼まれました。モグラよけのつもりが役
に立っていたなんてと驚きますが、友人からも借りて4
本も立ててあげました。するとお礼にクリスマスパー
ティーに招待されます。風力発電で得た電気でツリー
が点灯し、動物たちと楽しい時間を過ごした後、モグラ
から素敵なプレゼントをもらいます。さて、それは一体
？草木が好きなこのはさんにぴったりの贈り物でした
よ。つるばら村シリーズはパン屋さんやレストラン、大
工さんなどいろいろなお店に不思議なお客がやってく
るお話がたくさんです。
 プレゼントはもらうのも嬉しいけれど、喜ぶ顔を思い
浮かべながら用意するのも楽しいですよね。『とびきり
すてきなクリスマス』の主人公10歳のエルッキは10
人兄弟の真ん中。楽しみなクリスマスがもうすぐとい
う頃、1番上のお兄ちゃんの乗った船が行方不明にな

ってしまいました。無事を信じて
待ちながらも、不安で沈みがち
な家族。いつも家族それぞれに
プレゼントを用意してくれてい
た兄がいないことにがっかりし
ていたエルッキですが、兄の代
わりにプレゼントを作ることを思
いつきます。みんなに内緒で材

料を集め工夫して家族全員分作り、いよいよ迎えたク
リスマス当日、素敵なことが…？今の季節にぴったりの
心温まる物語です。
 さて、誕生日にも贈り物はつきものです。でも、『な
んでももってる（？）男の子』
のフライは7歳の誕生日に
欲しいものが思い浮かびま
せん。大金持ちで、たくさん
のおもちゃや自分だけの遊
園地やサファリパークなど
何でも持っていたからです。
そこで召使いが提案したの
は、普通の男の子を招いて
うらやましがらせること。それは楽しそうとさっそく、
ごく普通の男の子、ビリーと飼い犬のピュンピュンが
連れてこられました。けれども一緒におかしのおしろ
などで遊んで過ごすうち、フライは逆にビリーがうら
やましくなってしまいます。そして、本当に欲しいもの
に気がつきます。それは何だったのでしょう？
クリスマスが終わった後にもらえて嬉しいのはお年
玉ですね。日本では室町時代から折形といって贈り

物を和紙で包む礼法があり
ました。お年玉も折形で包ん
で渡していたそうです。折形
がのちに折り紙遊びに発展し
たことが『くらしのなかの和
紙』（和紙ってなに？4）を読む
とわかります。また、人生の節
目に和菓子を送る風習があ

り、和紙はそれを包むことにも使われました。和菓子
自体を包む、箱にも水引きというこよりや掛け紙をす
るなど日本の贈り物と和紙には深い関わりがありま
す。贈る心を感じながら、日本の伝統に
触れてみてください。
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  鈴木千尋／和光小学校学校司書両国国技館の一角にある相撲博物館には、相撲の歴

史と文化を物語る貴重な資料が数多く展示されてい

ます。展示室は決して広くはありませんが、常設展では

なく、年3回（1 月 ・ 5 月 ・ 9 月）の東京場所に合わせて

テーマを変え、展示内容をすべて入れ替えています。

そのため、来館するたびに新しい相撲の一面と出会う

ことができる、内容の濃い構成が特徴です。

　館内では、錦絵や化粧まわし、番付、行司装束など、

相撲を象徴する資料を通して、日本文化としての相撲

の美と精神を感じることができます。映像展示では、土

俵入りや取組の迫力を間近で体感できるほか、大相撲

開催日以外は無料で見学できる点も人気を集める理

由のひとつです。　　

　近年は海外からの来館者も増え、相撲を通して日本

の礼節や美意識に触れる貴重な機会となっています。

　2025年は、日本相撲協会が設立100周年を迎える

節目の年です。10月7日には「百周年場所～古式大相

撲と現代大相撲～」が両国国技館で開催され、平安時

代の宮中行事「相撲節会」の様式を再現した古式大相

撲が30年ぶりに披露されました。

振鉾や童相撲、横綱による「三段構え」などが行わ

れ、現代の大相撲との対比を通して、相撲の精神と歴

史の深さを感じさせる内容となりました。

　10月15日から19日まで、英国ロンドンのロイヤ

ル • アルバート • ホールにて「大相撲ロンドン公演」

が開催されました。実に1991年以来、34年ぶりの開

催です。幕内力士による取組のほか、神聖な儀式や

相撲の歴史的 ・ 文化的価値が紹介され、日本の豊

かな伝統と精神性を海外に伝える貴重な機会とな

りました。

ロンドンの街を歩く力士たちの姿は、多くの人びと

の目を引き、「ここは何時代だ」と驚かれたそうです。

着物姿で歩く力士や結い上げた髷は、まさに日本の

文化そのもの。現代でも、相撲が日本の伝統美を体

現する存在であることを改めて印象づけました。

　大相撲は江戸時代に現在のかたちが整いましたが、

明治維新の際、政府によって「断髪令」が発令され、当時

の男性が結っていた「丁髷」は姿を消していきました。

しかし、相撲の力士だけは例外でした。伝統を重んじる

象徴として、髷姿のまま相撲を取りました。こうして力

士の髷は、格式と誇りの象徴となりました。

　髷を結うという行為には、心を整え、精神を引き締め

るという意味もあります。勝負の前に髷を結い直すこ

とで、力士たちは心を静め、神前に立つ覚悟を新たにし

ます。もし力士が髷を切る道を選んでいたら、「お相撲

さん」という存在は、今のような象徴性を持たなかった

かもしれません。伝統を守り続けてきた先人たちに感

謝するとともに、これからも大切に受け継いでいきた

い日本の文化です。

　相撲は、少し敷居が高く感じられるかもしれません。

しかし、力士の動きや所作の一つひとつに込められた

意味を知ることで、相撲の奥深さと面白さに気づくこ

とができます。そこには、誰もが共感できる日本の美意

識と精神性が息づいています。これからの100年も、こ

うした相撲の伝統文化を大切に守りながら、未来へと

受け継いでいきたいと思います。




